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オーストラリア金融政策（2022年11月）
小刻みな利上げが長引く

1/1

2022年11月1日

（出所）ブルームバーグより大和アセット作成

（政策金利：2006年1月初～2022年11月1日）
（消費者物価指数：2006年1-3月期～2022年7-9月期）

図2：各中銀の利上げペース

（％）

高インフレが長期化する可能性が高く、利上げ継続の見込み

RBA（豪州準備銀行）は11月1日（現地）の理事会で、政策金利を2.60％から2.85％に引き上げること

を決定しました。利上げは今年5月から7会合連続で、今回の利上げ幅は前回に続いて0.25％ポイントです。

豪州の7-9月期消費者物価指数（前年同期比）は、総合が+7.3％、基調的なインフレ率を示すトリム平

均値が+6.1％と、それぞれ4-6月期の+6.1％、+4.9％から加速しており、ピークアウトの兆しが見えま

せん【図1】。RBAは引き続きインフレ率は高すぎるとの認識を示していますが、10-12月期には総合で

+8％へ更に加速すると予想しています。RBAが前回の理事会で他の中銀に先駆けて利上げ幅を0.25％ポ

イントに縮小した背景には、①国内外ともに先行きの不透明感が強いこと、②豪州の住宅ローンは変動金

利の割合が高く、また固定金利の期間も短いため、利上げの効果が相対的に早く表れやすいこと、③RBA

は理事会を年11回開催するため、1回当たりの利上げ幅が小さくても他の中銀に利上げペースが大きく劣

る訳ではないこと【図2】、などがありました。今回も同様の理由による決定のようです。

RBAは来年10-12月期でも消費者物価指数（総合・前年同期比）が+4.75％までしか鈍化しない予想を

示しており、インフレ目標達成には程遠いため、利上げ停止のハードルはかなり高そうです。当社では、

RBAが少なくとも来年3月までは0.25％ポイントずつの利上げを続け、その時点で政策金利が3.60％にな

ると予想していますが、想定以上に利上げ局面が長引くリスクも念頭に置く必要があると考えています。

図1：豪州の政策金利と消費者物価指数

（出所）ブルームバーグ、豪州統計局

（％ポイント）

※政策金利は決定日ベース ※消費者物価指数は前年同期比
※トリム平均値は価格変動率の上下15%ずつの品目を除く平均値

※陰影部はRBAのインフレ目標レンジ（2～3％）

（カ月）

※今回の利上げ局面における初回利上げの前月を0とし、経過
月数に対する累積の利上げ幅を表示（2022年11月1日時点）
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